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佐
井

村

村

民

憲
章

一
、
学

ぶ
意

欲
を
も
ち

、
知
性

と
良
識

の

あ

ふ

る
村
を

つ
く
り

ま
す
。

一
、
健

康
と
安

全
を
心

が
け

、

明

る

く
楽
し

い
村

を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
勤
労

を
喜

び
、
力

を
合

わ
せ

て

豊

か

な
村
を
つ

く
り
ま
す

。

一
、
自
然

を
守

り
、
人

を
愛
し

、

心

や

さ
し

い
村

を
つ
く
り

ま
す
。

一
、

心
身

と

も
に
健
全

な
子
の
育

つ

暖

か

い
家
庭
と
村
を
つ
く
り
ま
す
。

十
一
月
三
日
、
佐
井
小
学
校
講
堂
を

会
場
に
、
第
六
回
郷
土
三
能
発
表
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
地
区
か
ら
十
六
の
出
し
物
が
あ
り

詰
め
か
け
た
村
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
盛

大
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
七
月
に
県
の
無
形
民
俗
文
化

財
ご
指
定
さ
机
左
福
浦
歇
舞
伎
の

ぶ
心

臣
蔵
”
矢
越
若
者
会
が
数
十
年
ふ
つ
に

上
演
す
る

”弥
次
喜
多
二

兮
ど
の
熱
演

が
続
き
、
み
な
さ
ん
を
喜
ば
せ
て
い
ま

し
た
。

会
場
匸
は
、
当
村
と
ゆ
か
り
の
深
い

北
蒻
道
留
萌
地
方
の
神
楽
を
研
究
し
て

い
る
旭
川
大
学
経
済
学
部
の
徳
田
教
授

も
顔
を
み
廿
、
興
味
深
そ
う
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。



十
一
月
三
日
、
振
興
セ
ン
タ
ー
で
、

昭
和
五
十
九
年
度
佐
井
村
表
彰
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
村
の
各
分
野
に
尽
く

し
て
き
た
功
労
者
二
十
二
名
に
村
長
が

感
謝
状
を
贈
り
表
彰
し
ま
し
た
。

被
表
彰
者
を
代
表
し
て
、
田
名
部
武

勇
さ
ん
か
ら
謝
辞
が
あ
り
、
今
後
も
一

層
の
活
躍
を
誓
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

○
地
方
自
治
功
労
者
東

出

昇

内

田

悛

雄

大

畑

勝

義

樋

囗

秀

次

奥

本

文

男

横

浜

清

長

後

雄

二

〇
産

業

功

労

者
緇

川

勇

次

中

西

幸

一

〇
教
育
文
化
功
労
者
奥

本

静

一

宮

毋

忠

○
民
生
安
定
保
健
衛
生
功
労
者

樋

囗

よ

い

石

澤

み

さ

田
名
部

武

勇

○
消
防
防
災
功
労
者
藤

田

貞

雄

池

田

保

雄

○
納

税

功

労

者
田

中

勝

次

○
善

行

功

労

者
三

上

士

郎

松

谷

゛
｀

ヤ

品

田

゛
｀

ネ

石

澤

正

子

山

本

れ

い

▲表彰式典

十
月
二

十
六
日
二

十
七
日
の
両

日
、

佐
井
村
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
を

会
場

に

第
一
回
、
佐
井
村
物
産
展
が
開

催
さ
れ

ま
し

た
。

農
林
水
産
、
商
工
、
観
光
と
村
の
産

業
を

一
堂
に
会
し
、
そ
の
現
状
に
つ
い

て
村
民
に
対
し
て
認
識
を
深
め
さ
せ
、

将
来

へ
の
展
望
を
図
る
と
と
も
に
、
農

林
水
産
物

の
収
穫
に
感
謝
し

、
農
林

漁

家

の
生
産
意
欲
と
技
術
を
高
揚
さ
せ
、

村
産
業
の
活
性
化
と
一
層

の
発
展
を
期

す

る
た
め
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す

。

会
場
に
は
、
各
産
業
か
ら
多

数
の
出

品

が
あ
り
、
ま

た
農
産
物
・
水
産
物
の

即
売
会
や
、
料
理
の
実
演
、
健
康
展

、

な
ど
な
ど
多
数
の
催
し
物
が
あ
り
、
初

日

か
ら

大

勢

の

人

た
ち

が
詰

め

か

け

大

盛

況

で

し

た

。

村

で

は

、

次

回

は
早

く

か

ら

村

民

の

み

な

さ

ん

へ
呼

び

か
け

て

、

よ

り

一
層

中
身

の

濃

い
も

の

に
し

た

い
と

考

え

て

い
ま
す

。

今

回
出

品

さ

れ

た

ち

々

、

ま

た

催
し

物

に

協
力

さ

れ

た

方

々
に

は

心

か

ら

御
礼

と

感

謝

を

申

し

あ

げ

ま

す
。

物

産

展

入

賞

者

の

み

な
さ

ん

農

産

物

水

陸

稲

稲

株

優

良

賞

高

橋

ユ

キ

”

努

力

賞

菊

池

清
子

々

々

高

橋

ク

リ

々

々

渋

谷

政

治

稲

株

努

力

賞

若

山

ヒ

ロ
子

々

々

佐

賀

徳

雄

玄

米

優

良

賞

川

谷

繁

雄

”

努

力

賞

上

山

行

雄

々

々

宮

木

か

っ

々

々

奥

本

く

に

々

々

高

橋

喜

代

一

々

々

太
ｍ

高

光

々

々

佐

賀

徳

雄

種

も

み

努
力

賞

高

橋

喜

代

一

雑

穀

小

麦

優

良

賞

渡

辺

一
夫

ナ

タ

ネ

努
力

賞

高

橋

ク

リ

小

豆

〃

加

藤

り

よ

々

々

横
浜

清

々

々

下

山

き

み

よ

々

々

川
畑

と

さ

大

豆

〃

若

山

陽

一

そ

ば

〃

工

藤

ア

サ

野

茱
ゆ

り

優

良

賞

高

谷

千

代

子

”

努

力

賞

佐

藤

き

み

々

々

佐

藤

良

一

ば
れ
い
し
よ

”

高

橋

ク

リ

々

々

加

藤

り

よ

ほ
う
れ
ん
草

〃

坪

谷

む

つ

子

々

々

川

谷

（

ル

京

水

菜

〃

川

谷

（

ル

春

菊

〃

川

谷

（

ル

白

菜

〃

上

山

ふ

さ

キ
ャ
ベ
ツ

〃

下

山

き

み

よ

カ
ボ
チ
ャ

”

若

山

ヒ

ロ
子

々

々

川

谷

（

ル

大

根

〃

上

山

ふ

さ

果

樹

な
し
ヒ
メ
ン

ご
努
力
賞

三

戸

良

蔵

林

産

物

食

品

し
い
た
け

優

良

賞

紀

伊

光

一

”

努

力

賞

佐
藤

良

一

々

々

高

橋

ク
リ

木
工

品

つ
い
た
て

奨
励

賞

ひ

ば

の

会

水

産

物

乾

物

昆

布

優

良

賞

川

畑

清
江

”

努

力

賞

宮

川

茂

々

々

藤

田

貞
雄

々

々

宮

木

清

一

加

工

品

甘
塩
ウ
ニ

奨

励

賞

佐

井

村

漁

協

筋

子

〃

佐

井

村

漁

協

▲入賞者表彰式



第１４回

下
北
地
区
農
業
委
員
大
会

十
月
二
十
六
日
、
振
興
セ
ン

タ
ー
を

会
場
に
、
郡
内
各
市
町
村
の
農
業

委
員

約`
百
五
十
名
参
加
の
も
と
、
第
十
四

回

下
北
地
区
農
業
委
員
大
会

が
開
催
さ
れ

ま
し

た
。

大
会
に
先
だ
ち
、
永
年

勤
続
表
彰
が

行
わ
れ
、
佐
井

村
で
は
、
萬

谷
増
夫
さ

ん
、
川
谷
繁
雄
さ
ん

が
表
彰
を
受
け

ま

し
た
。
大
会
に
入
り
、
東
通
村
、
佐
井
村
、

大
間
町
の
各
農
業
委
員
会
か
ら
大
会
決

議
案

加
提
案
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
決
議
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
決
議
さ
れ
た
佐
井

村

農
業
委
員
会
の
議
案
の
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

農
業
構
造
政
策
の

推
進
と
農
地
流
動

化
対
策
の

強
化
に
関
す
る
要

望

わ
れ
わ
れ
農
業
委
員
会
は
、
現
下

の

厳
し

い
農
業
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
、
農

地
三
法
の
制
定
以
来

「
土
地
と
人
」
対

策
を
軸

と
し

た
構
造
政
策
の

推
進
に
中

心
的
役
割
を
果
し

て
き

た
。

し

か
し

な

が
ら
、
稲
作
を
中
心

と
し

た
土
地
利
用

部
門
で
は
担

い
于
の

減
少

と
り
わ
け
農
業
後
継
者
の
不

足

と
労
働

力
の
高
令
化
と
相
ま
っ
て
経

営
規
模
の

拡
大

が
進
ま
ず
、
経
営
構
造

の
体
質
改

善

が
遅
れ
て

い
る
。

こ
の

た
め
、
今
後
さ
ら
に
農
業

の
体

質
改
善
を
図
り
、
生
産

性
の
高

い
農
業

経
営
を
確
立
す
る
た
め
に
は

、
農

地
の

流
動
化
対
策
を
軸
と
し

た
農
業

構
造
政

策
の
推

進

は

、

ま
す

ま

す

重
要

で
あ

よ
っ
て
、
政
府
な
ら

び
に
国
会

は
、

左
記
事
項
の
実
現
を
図
ら
れ

る
よ
う

強

く
要
望
す
る
。記

①
農
地
保
有
合
理
化
促

進
事
業
等

に
よ

り
、
農
用
地
区
域
内
の

農
地
を
譲
渡
し

た
場
合

の
譲
渡
所
得

の
特
別

控
除
額
の

幅
を
引
き
上

げ
る
こ

と
。

②
利
用

権
設

定
等
促

進
事
業

な
ど
に
よ

る
貸
付

農
地
を
生
前
一

括
贈
与
お
よ
び

相
続
税
納
税
猶
予
制
度

の
特

例
対

象
に

加
え

る
こ

と
。

③
一
般

農
地

の
固
定
資
産

税
額
を
据
え

置
く
こ

と
。

④
農
業
者
年
金
制
度
を

改
善
し

、
農
業

者

の
老

後
生
活

の
安
定
と
農
業
後
継
者

の
特
定

保
険
料

の
引

き
下

げ
を
構
ず
る

最
後
に
、
本
大

会
の
決
議
事
項
実
現

に
全
力
を
つ
く
す

こ
と
を
宣
言
し
て
、

大

会
を
終
了
し

ま
し

た
。

「
赤
い
羽

根
」

の
共
同

募
金
運
動
は
、

皆
様
方
の
暖
か
い
善

意
に
支
え
ら
れ
、

社
会

福
祉
の
進
展
に
大
き
く
寄
与
し

て

き
て

い
ま
す

。

去
る
十
月
三

十
一
日
に
は
佐

井
中

学

校
生
徒
会

の
皆
さ
ん
、
十
一
月

五
日
に

は
保
育
所
の
良

い
子
の
み
ん
な

が
、
そ

れ

ぞ
れ

ズ
ッ
シ
リ
と
重

い
「
空
き
缶
募

金
」
や
募
金
箱
を
わ

ざ
わ

ざ
事
務
局
ま

で
届
け
て
く
だ
さ

い
ま
し

た
。

十
一
月

五
日
現
在
で
、
募
金
額

が
、

六
〇
一
、
〇
〇
三
円

に
な
っ
て
い
ま
す
。

目
標
額
三
四

〇
、
九
〇
〇
円
に
対
し
て

一
七
六
・
三
％

の
達
成
率
で
、
一
世
帯

当
り
五
二

七
円

に
な
り
ま
す
。
前
年
度

は
四

四
八
円
で
し
た

が
今
年
度
は
懸
案

の
全
国
目
標
一
世
帯
当
り
五
〇
〇
円
を

突
破
す

る
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。

み
な
さ

ん
の
善
意
に
厚
く

お
礼

申
し

あ
げ
ま
す

。

青
森
県
共
同
募
金
会
佐
井

分
会
事

務
局

▲ 表彰 を晏 け た川 谷 繁雄 さ ん ▲ 表 彰 を受 けた 萬 谷増 夫 さん

▲大 会 風 景

▲保育所の良い子のみな さん ▲佐井中生徒会のみなさん

共同募金の近況

１１月５日現在

６０１，００３円



原
子
力
だ
よ
り

・
温
排
水
に
つ
い
て

㈹

前
回
に
引
き
続
き
、
温
排
水
に
つ
い

て
の
特
集
で
す
。
今
回
は
「
環
境
調
査

と
温
排
水
対
策
」
で
す
。

原
子
力
発
電
所
な
ど
の
建
設
計
画
を

た
て
る
と
き
に
は
、
発
電
所
計
画
地
点

の
周
辺
の
環
境
が
ど
の
よ
う
な
状
況
で

あ
る
の
か
、
さ
ら
に
原
子
力
発
電
所
な

ど
の
建
設
お
よ
び
運
転
に
よ
っ
て
ど
ん

な
影
響
が
ど
の
程
度
あ
る
の
か
を
あ
ら

か
じ
め
調
べ
、
影
響
が
心
配
さ
れ
る
も

の
に
つ
い
て
は
対
策
を
た
て
ま
す
。

こ
れ
を
環
境
影
響
評
価
（
環
境
ア
セ

ス
メ
ン
ト
）
と
い
い
ま
す
が
、
電
気
事

業
者
は
こ
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
国

の
定
め
た
方
法
に
も
と
づ
い
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

海

の

環

境

調

査

海
の
環
境
調
査
は
、
温
排
水
に
よ
る

温
度
差
が
予
想
さ
れ
る
範
囲
と
、
さ
ら

に
そ
の
周
辺
の
海
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま

す
。調
査
す
る
内
容
は
、
水
温
の
分
布
、

水
温
の
変
化
、
流
れ
の
方
向
、
速
さ
、

水
質
、
お
よ
び
魚
、
海
底
の
動
植
物
、

プ
フ
ン
ク
ト
ン
や
魚
卵
な
ど
の
生
物
に

つ
い
て
の
種
類
や
分
布
な
ど
で
す
。
こ

れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
調
査
に
必
要
な
測
定

具
（
計
器

）
を
用
い
、
船
を
使

っ
た
り

潜
水
夫
が
海
に
潜
っ
た
り
し
て

調
べ
ま

す
。こ
の
よ
う

な
調
査
は
原
則
と
し
て
年

に
四

回
、
各
季
節

ご
と
に
行
わ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
周
辺
に
ど
の
よ
う

な
漁
場

か
お

り
、
ど
ん
な
種
類
の
漁
業

が
行
わ

れ
、

ど
ん
な
魚

が
獲
れ
る
の
か
な
ど
漁

業
の
状
況

を
調

べ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
動
植
物
が
い
る
か
ど
う

か
な

ど
漁
つ

い
て
も
調
べ
ま
す
。

大
間
町

で
の
原
子
力
発
電
所
計

画
で

も
昨
年
七
月

か
ら
一
年
間

、
電
源
開
発

㈱
が
こ
の
よ
う

な
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
一
年
間
を
通
し
て

の
温

排
水
の
拡
散
予
測
が
出

さ
れ
、
去
る
十

月
二

十
六

日
に
当
村

議
会

は
電

発
か
ら

こ
れ
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

温

排

水

の

拡

散

予

測

温
排
水

が
海
域
へ
与
え

る
影
響
を
予

測
評
価
す

る
た
め
に
、
温

排
水

の
拡

が

る
範
囲

と
海
の
流
れ
へ
の
影
響
に

つ
い

て
拡
散
予

測
を

行
い
ま
す

。

温
排
水

の
拡
散
予
測
に
あ

た
っ
て
は

温
排
水
の
量

、
温
度

、
発
電
所
周
辺

の

海
岸
地
形

や
取

放
水

口
の
場
所
、
地
形

な
ど
を
考
え

る
こ
と
は
勿
論
で
す

が
、

海
で
調

べ
た
流
れ
の
よ
う
す
を
詳
し
く

研

究
し

て
、
予
測
計
算
や
実
験
の
条
件

と
し
て

用
い
ま
す

。

ま
た
、
温
排
水

が
拡
散
し

て

い
く
と

き
、
海
面

か
ら
空
気
中

に
熱
を
放
っ
て

冷
え
て

い
く
よ
う
す

を
予
測
す
る

た
め

に
気
象
観
測
で
得

ら
れ
た
資
料
も
利
用

し

ま
す

。

予
測
方
法

に
は
、
電
子
計
算
機
に
よ

っ
て
行
う

方
法
と
、
模
型
実
験
に
よ
る

方
法
お
よ
び
両
者
を
組
合
わ
せ
る
方
法

と
が
あ
り
ま
す
が
、
温
排
水

が
海

の
表

層

に
放
流
さ
れ
る
場
合
に
は
主
に
電
子

計

算
機

が
用

い
ら
れ
、
水
中

に
放
流
さ

れ
る
場

合
に
は
主
に
模
型
実
験
に
よ
る

方
法
が
用

い
ら
れ
ま
す

。

影

響

の

検

討

温
排
水
の
拡
散
予
測
の
結
果
を
も
と

に
、
海
の
生
物
に
関
し

て
は
、
遊
泳
力

の
あ
る
魚
類
、
海
底
な
ど
に
生
息
す
る

動

物
や

植
物
、
浮
遊
し

て
い
る

プ
ラ

ン

ク
ト
ン
や
魚
卵
、
稚

仟
と
い
っ
た
生
物

の
生
息
状
態
や
性
質

の
ち
が

い
を
考
え

て
温

排
水
の
影
響
を

検
討
し

ま
す

。
と

く

に
取

放
水

囗
ち

か
く

の
海
域
に
つ
い

て

は
、

魚
卵
や

稚
仟
が
た
く
さ
ん

い
る

と
こ
ろ

か
ど
う

か
、
近

く
に
産
卵
場
か

お

る
か
な

ど
を
調

べ
ま
す

。

漁
業

に
関
し
て

は
、
漁
業

資
源

や
漁

場

の
分
布

状
況
、

漁
法

な
ど
を
考
え
て

影
響
を
調
べ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
流
れ

の
変
化
に
よ
る
影
響
、
霧
の
発
生
の
有

無
な
ど
も
調
べ
ま
す
。

温

排

水

対

策

原
子
力
発
電
所
な
ど
を
設
置
す
る
際

の
温
排
水
対
策
と
し
て
は
、
発
電
所
計

画
予
定
地
点
近
く
の
環
境
を
資
料
な
ど

に
よ
っ
て
調
べ
、
放
水
口
の
位
置
を
で

き
る
だ
け
漁
場
な
ど
か
ら
離
れ
た
と
こ

ろ
に
設
け
た
り
、
取
水
口
は
、
出
さ
れ

た
温
排
水
を
取
り
込
ま
な
い
よ
う
な
位

置
に
設
け
、
必
要
に
応
じ
て
海
の
底
か

ら
取
水
す
る
設
備
に
す
る
な
ど
基
本
的

な
対
策
を
た
て
ま
す
。
そ
し
て
、
海
の

調
査
結
果
、
温
排
水
の
拡
散
予
測
結
果

な
ど
を
総
合
的
に
検
討
し
て
最
も
適
切

な
取
水
方
法
、
放
流
方
法
が
採
用
さ
れ

ま
す
。
放
流
方
法
に
は
、
海
の
表
面
に
放
流

す
る
表
層
放
流
方
式
と
、
あ
る
程
度
の

深
さ
の
海
中
に
放
流
す
る
水
中
放
流
方

式
と
が
あ
り
ま
す
。
（
注
、
図
参
照
）

い
ず
れ
の
方
式
に
す
る
か
は
、
海
域

の
流
れ
、
波
浪
の
状
況
、
海
岸
線
や
海

底
の
形
、
漁
業
や
海
生
生
物
の
実
際
の

あ
り
さ
ま
、
航
路
な
ど
海
面
の
利
用
状

況
、
温
排
水
の
放
流
量
、
取
放
水
口
の

場
所
な
ど
を
考
え
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

③
温
排
水
の
放
流
方
法
＝
表
層
放
流
方

式
は
、
温
排
水
が
海
面
に
そ
っ
て
拡
散

し
、
海
中
や
海
底
に
は
温
排
水
の
影
響

は
お
よ

び
ま
せ
ん

。
温
排
水
は
海
の
表

層

を
広
く
拡

が
る
た
め
、
空
気
に
よ
っ

て

冷
や

さ
れ
る
こ

と
も
期
待
で
き
ま
す
。

一
方

、
水
中
放

流
方
式
は
、
表
層
放

流
方
式

に
く

ら
べ
温
排
水
を
水
中

で
放

流
す

る
た
め
、
放

流
す

る
出

口
付
近
の

海
中

へ
の
影
響
は
多
少
あ
り
ま
す

が
、

ま

わ
り

の
海
水
を
ま
き
こ
み
な

が
ら
浮

き
上

が
る
の
で
、

海
面
で
の
温
排
水
の

拡
が
る
範
囲

は
狭
く
な
り
ま
す
。

監

視
発
電
所

の
運
転
に
よ
っ
て
周
辺
の
海

の
水
温

分
布
や
生
物
の
分
布
な

ど
が
ど

の
よ
う

に
変
化
す

る
か
、
ま

た
影
響

が

出

る
か
ど
う

か
を
監
視
す
る
た
め
、
運

転
開
始

の
前
後
に
必
要
な
項
目
に
つ

い

て
調
査
し
ま
す
。



大
間
町
に
お
け
る
原
子
が
発
電
所

立
地
に
係
る
環
境
調
査
の
経
緯

○
昭
和
五
十
一
年
四
月
二
十
八
日
付
、

大
間
町
商
工
会
長
か
ら
原
子
力
発
電
所

新
設
に
係
る
環
境
調
査
に
つ
い
て
、
大

間
町
及
び
大
間
町
議
会
に
請
願
書
が
提

出
さ
れ
る
。

〇
昭
和
五
十
一
年
六
月
二
十
九
日
付
、

大
間
町
議
会
で
同
請
願
書
を
採
択
し
、

大
間
町
長
に
送
付
。

○
昭
和
五
十
二
年
十
二
月
二
十
八
日
付

大
間
水
商
発
第
一
〇
七
号
で
、
佐
井
村

長
、
風
間
浦
村
長
に
対
し
、
原
子
力
発

電
所
立
地
の
適
否
に
係
る
環
境
調
査
に

つ
い
て
の
意
見
を
求
め
ら
れ
る
。

○
佐
井
村
で
は
、
昭
和
五
十
二
年
十
二

月
二
十
八
日
付
佐
収
第
一
六
二
〇
号
を

も
っ
て
佐
井
村
漁
業
協
同

組
合

に
対
し

同
意
を
求

め
た

が
、
こ
れ
に
対
す

る
回

答

は
、
昭
和
五
十
三
年
四

月
七
日
付
佐

漁
協
発
第
一
三
〇
号
で
回
答
を
得

た
。

し

か
し
、
昭
和
五
十
三
年
五
月
二
日
付
佐

漁
協
発
第

二
二
〇
号
を
も
っ
て

条
件

の

変
更

に
よ

る
回
答

が
あ
っ
た
。
条
件

は

十
項
目
で
あ
る
。

Ｏ
昭

和
五

十
三
年
五
月
四

日
付
佐
発

第

五
十
四
号
を
も
っ
て
佐
井
村
漁
業
協
同

組
合

の
条
件
付
同
意
書
を
添
え
て
大
間

町
長

あ
て
に
回
答
。

Ｏ
昭
和
五
十
三
年
五
月
二

日
付
を

も
っ

て
佐
井
村
、
風
間
浦
村
の
条
件
付
同
意

に
基
づ
き
「
大
間
町
に
お
け
る
原
子
力

発
電
所
立
地
に
係
る
環
境
調
査
」
の
協

定
書
に
、
大
間
町
長
、
目
睹
正
五
郎
、

佐
井
村
長

松
谷
清
治
、
風
間
浦
村
長

平
井
保
光
、
以
上
三
町
村
長
間
で
調
印

協
定
し
た
。

Ｏ
昭
和
五
十
八
年
四
月
十
四
日
、
電
源

開
発
株
式
会
社
で
は
国
の
要
請
を
受
け

て
、
大
間
町
、
佐
井
村
、
風
間
浦
村
、

そ
の
他
関
係
者
に
対
し
て
、
大
間
原
子

力
発
電
所
（
仮
称
）
構
想
に
係
る
立
地

環
境
調
査
に
つ
い
て
（
お
願
い
）
要
請

す
る
。

Ｏ
昭
和
五
十
八
年
八
月
よ
り
、
電
源
開

発
株
式
会
社
に
お
い
て
立
地
環
境
調
査

開
始
。

Ｏ
昭
和
五
十
九
年
七
月
二
十
七
日
「
大

間
町
に
お
け
る
原
子
力
発
電
Ａ
Ｔ
Ｒ
に

係

る
立
地
環
境
調
査
」
中
間
報
告
。

以
上

が
現
在
ま
で

の
経
緯
で
あ
り
ま

す
。尚
、
佐
井
村
で
は
、
昭
和
五
十
八
年

度
、
五
十

九
年
度
と
特
定
財
源
を
以

っ

て
原
子
力
発
電
所
の
正
し

い
知
識

と
見

聞
を
養
成
す

る
た
め

、
先

例
地

視
察
研

修
を
行

い
、
現
在
ま
で
村

議
会
議
員
、

漁
協

役
職
員
、
商
工
会

役
職
員

、
総
代

及
び
行
政
連
价

貝
、
婦
人
会

役
員
、
一

般
漁
民
及

び
漁
協
研

究
ク
ラ

ブ
員
、
村

職
員
等
、

延
二
六
〇
名

の
実

績
を
得
て

い
ま
す
。

先

例
地

は
、
福
井
県

敦
賀
市

、
静
岡

県
浜
岡
原
発
、
宮
城
県
女
川
原
発

、
北

海
道
泊
原
発
、
島

根
県
島

根
原

発
を

視

察
研

修
し
て

い
ま
す

が
、
そ

れ
以
外

に

昆
布

の
生

態
研

修
と
し
て

釧
路
市

に
あ

る
水
産
庁

北
海

道
水

産
試
験
研

究
所

に

て
研

修
を
行

っ
て

い
ま
す

。

無

論
、
先

例
地
視
察
が
単
に
観
光

旅

行
で

な
い
事

と
村

の
一
般
財
源

を
充
当

し
て

い
な

い
事
を

ご
理
解
願

い
ま
す

。

ま
た
、
立
地
対
象

地
域

は
大
間
町

で

あ
り

、
当
村

は
隣
接

村
で

あ
る
こ
と
か

ら
先

例
地
の
視
察
研

修
に
つ
い
て
も
こ

の
こ
と
を

ふ
ま
え

、
た
と
え
ば
島
根
原

発
に
つ
い
て

は
立
地
地
域

は
鹿

島
町
で

す
が
、
隣
接

の
島
根
町

を
中
心
に
研
修

し

、
さ
ら
に
は
北
海
道
泊
原
発
の
視
察

研
修
に
つ

い
て

も
隣
接
の
岩
内
町
、
神

恵
内
村
に
つ

い
て
も
研
修
を
行

い
見
聞

を
広
め
て

い
ま
す
。

先

進

地

視

察

産
業
や
教
育
文
化
な

ど
の
優
れ

た
施

設
及
び
運
営
の
状
況
を
見
聞
し

、
そ

れ

を
参
考
に
よ
り
良

い
地
域

の
発
展
に
資

す
る
た
め
の
先

進
地
視
察

は
大

い
に

結

構
な
こ
と
で

う
百
聞

は

Ｉ
見
に
し
か
ず

の
こ
と
わ
ざ
の
ご
と
く
、
日
に

新
た
な

知
識
を
追
求
す

る
機
会
を
つ
く

る
こ

と

は
必
要

な
こ
と
で

あ
り
ま
す

。

さ
て
、
大
間
原
発

が
提
起
さ
れ
て

か

ら
、
当
村
で
も
度
々
原
発

の
先

進
地
視

察

が
実
施
さ
れ
、
多
く
の
人
々
が
そ

れ

に
参
加
し

て
い
ま
す

。
大
方

の
人
達
の

感
想
は
「
巨
大
な
工
事
に
驚
き
（
静
岡

県
浜
岡
原
発
第
二
号
機
の
建
設
に
は
、

四
千
人
が
稼
動
し
て
い
る
と
の
こ
と
）

素
晴
ら
し
く
き
れ
い
な
環
境
の
中
で
運

転
さ
れ
て
い
る
。
温
排
水
の
悪
影
響
は

全
く
見
ら
れ
な
い
。
多
く
の
視
察
団
が

訪
れ
観
光
地
化
し
た
。
立
派
な
公
共
施

設
が
数
多
く
で
き
、
公
共
事
業
が
増
え

た
」
な
ど
等
、
良
い
事
づ
く
め
に
佐
井

の
将
来
を
展
望
し
て
い
る
か
の
ご
と
く

語
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま

す
。仮
に
大
間
原
発
が
建
設
さ
れ
て
も
、

わ
が
村
は
隣
接
地
で
あ
っ
て
、
条
件
が

異
な

る
こ

と
を
忘

れ
な
い
で
ほ
し

い
。

原
発

の
概
要
を
知

る
こ
と
は
大
事
な
こ

と
だ
が
、
そ

の
上
う

な
知

識
で
大
間
原

発

建
設
可
否

の
判

断
を
す

る
な

ら
、
後

に
悔

い
を

残
さ
な
い
だ
ろ
う

か
。
今
ま

で
の

視
察

は
建
設
地
の
た
め
の
視
察
で

あ

っ
て
、

隣
接

地
は
ど
の
よ
う
に
変
化

し
、
そ

の
地
域

の
人

々
は
ど
の
よ
う
に

受
け

と
め
て

い
る
か
知
る
機
会

の
な

い

の
が
残
念
で

あ
り

ま
す

。

わ
れ
も
わ
れ
も
と
参
加
す

る
原
発

視

察
が
単
な
る
公

費
に
よ
る
観
光

旅
行

に

終
ら
な
い
よ
う
願

っ
て
や

ま
な
い
。

＝

一
視
察
者
＝

幸せは家族みんなの対話と協力から

第 三 日 曜 日 は

家 庭 の 日

火 事
、
緊 急 の 場 合 は

凵 ９ 番 ヘ

サイレンの試験は毎月１日、１５日（正午）

佐井消防分署 昔２２６６



季
節
労
務
者
の
職
場
訪
問

厳
し

い
雇

用
状
況
に
あ
る
季
節

労
務
者

の
職
場

訪
問
を

、
１０
月
２９

日
か
ら
一
１１１１一
月

２

日
ま
で
村

長
他

担
当

者
で
実

施
し
ま
し

た
の
で

、
現

地
の
様
子
を
写

真
で

紹
介

い
た
し

ま
す

。

今
回
の
目

的
は
、
優
良
事
業
所
の

選
定
万

全
就

労
の
指
導
を
す
る
と
と
も
に
、

今

後
の
雇
用
の
見
通
し
な
ど
の
実
態
を
調
査
し
、
活
動
の
参
考
に
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

○
下
北
興
業
㈱

松澤嘉勝さん

○

福
山

通
運
㈱

荷
物
の
積
下
し

が
主
な
川
岸
さ
ん
。

日
中

寝
て
夜
か
ら
翌
日
の
朝
ま
で

の

仕

事
。

色

白

の
肌

が
気

に

な
り

ま

す
。

川岸広さん

○
春
木
建
設
工
業
㈱

鉄
筋
エ
で
は
、
ベ
テ
ラ
ン
の
皆
さ

ん
。
「
さ
あ
、
今
日
も
一
日
、
頑
張

る
ぞ
／
」

金沢明仁さん・和田喜久男さん・津田鉄男さん

高木一安さん・金沢渚士さん
現場風景

○
興
和
建
設
工
業

只
今
、
道
路
工
事
中
。
毎
日
、
エ

藤
さ
ん
の
手
料
理
で
栄
養
を
つ
け
て

い
ま
す
。

工 藤 す ま さ ん 木下重幸さん・田中正義さん・小笠原源－さん 池田定－ さん・奥本 浩文さん・池田洋一さん

○
日
本
鋪

道
㈱

日
本
鋪
道
に
勤
務
し
て
長

い
人
達

ば
か
り
。
と
て
も
余
裕

が
見
う
け
ら

れ
ま
す
。

「
災
害
は
、
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て

く
る
」

充
分
気
を
つ
け
て
下

さ
い
ね
。

渋谷宏美さん・田名部龍之輔さん・木部歳信さん

○
職
場
訪
問
を
終
え
て
／
・

｀
不
況

の
中
で

短
期
間

に
高
賃
金
の

職
場
に
就
労
す
る
こ
と
は
、
極
め
て

き

び
し

い
現

状
に
あ
り
ま
す

。
従
っ

て

、
当

面
は
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け

な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
ま

し

た
。

①

安
定
し

た
職
場

を
選
定
す
る
こ
と
。

㈲

事
業
所

と
の
信

頼
関
係

を
つ
く
る

た
め
、
な

る
べ
く
同

一
事
業
所

に

継
続
し
て

就
労
す

る
こ
と
。

㈲

技
能

、
技
術
（
資
格
）
を
身
に
つ

け

る
こ
と
。

今

月

の

名

言

い
な

か
で

生
ま
れ
、

い
な

か
で
育
つ

た
と
い
う
こ
と
は

、
教
育
の
最
良
の
部

分
で

あ
る
。

『
若
草
物
語
』

の
作

者
と
し
て

知
ら

れ
る
米
の
女
流
作
家

オ
ル
コ

ッ
ト

ニ

ハ

三
二

～
八
八
）
の
こ
と
ば
で
あ
る
。

時
代
も
、
国

も
違
う
け

れ
ど
、
今
の

日
本
で
「
都
会
へ
出
た
い
」

「
東
京

へ

行
き
た

い
」
と
願

っ
て
い
る
地
方
の
青

少
年
は
き
わ
め
て
多
い
。
そ
し
て

機
会

が
あ
る
と
、
わ
れ
も
わ
れ
も
…
…
と
都

会
へ
出
て
行
く
。

そ
の
た
め
、
過
疎
地
帯
が
全
国

に

続

出
し
、
無
力
の
老
人

と
子
ど
も
が
し
ょ

ん

ぼ
り
取
り
残
さ
れ
て

い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。

都
会
に
は
何
か
あ
る
だ
ろ
う

。

見
せ
か
け

の
華
や
か
さ
、
破
壊
さ
れ

た
自
然
、
転
落
へ
の
お
と
し

穴
…
…
。

都
会
に
出
る
の
か
よ

い
か
、
悪

い
か

は
、
軽
々
に
論
じ

ら
れ
な
い
が
、
い
な

か
の
よ
さ
も
そ
ろ
そ
ろ
再

認
識
さ

れ
は

し

め
た
よ
う

だ
。

も
し

諸
君
が
、
何
か
の
事

情
で
都
会

に
あ
こ
が
れ
っ
つ
、
い
な
か
住
ま

い
を

余
儀
な
く
さ
れ
て

も
、
け
っ
し
て
悲
観

す

る
こ
と
は
な
い
。
い
な
か
に
は

都
会

に
な

い
よ
さ
か
お

る
の
だ
。



桂

月

の

下

北

で

の

足

跡

大
正
十
一
年
九
月
中
旬
、
大
町
桂
月

は
、
東
北
本
線
野
辺
地
駅
か
ら
田

名
部

に
き
て
、
宿
泊
し

た
。

途
中
の
風
景
を
、
『
左

は
野
辺

地
湾
、

右
は
一
面
の
草
原
、
四

つ
五

つ
駅

は
あ

れ

ど
も
人
の
里
ら
し

か
ら
ず
。
木

棚
長

く

続

き
て

、

放
牧

馬

、

秋

に
肥

え

た

り
。』
と
、
記
し
て

一
沼
に
馬
む
れ
十
里
尾
花
か
な

と
詠
ん
だ
。
尾

花
は
、
俳
句
で

は
晩
秋

の
季
題
で
、
少
し
早

い
感
じ
も
す

る
が
、

十
里
四

方
と
も
思

い
る
広
々
と
し

た
野

に
、
い
ち
め
ん
に
ス
ス
キ
穂
が
打
ち
な

び
き
風

渡
る
景

が
、
十
分
に
窺
わ
れ

る
。

桂
月

は
、
下
北
郡

役
所

の
山
本
角
次

郎

に
み
ち
び
か
れ
、
田
名
部

か
ら
尻
屋

岬
へ
、
自
動
車
で
向
っ
た
。

山
本
は
、
大
正
十
五
年
四
月

か
ら

、

昭
和
十
五
年
九
月
ま
で
東
通
村
助

役
。

続

い
て
十
九
年
九
月
ま
で

、
同
村

々
長

を
務

め
た
。
こ
の
人
は
、
桂
月

が
佐
井

へ
入
っ
て
き

た
と
き
、
同
行
し
て
い
る
。

当
時
、
自
動
車
は
、
珍
ら
し
く
、
驚

き
を
も
っ
て
み
ら
れ
た
ら
し
く
、

楪
で
路
に
い
た
子

供
が
、
そ
の
音
に

驚
き
、
家
に
逃
げ
た
り
、
ま

た
、

『
そ

の
中
の
勇
者
の
、
二
三
町

ば
か
り
自
動

車
と
競
走
す
る
も
可

憐
也

。』
と
、
書

い

て

い
る
。

玖

魂
や
自
動
車
に

走
る
裸
体
の
子

と
、
そ
の
状
景

を
詠
み
、
こ
の
あ

た
り

の
砂
浜
の
（

マ
ナ
ス
は
、
『
実

大
に

し

て
赤
く
、
遠
く
よ
り
見
れ

ば
見
事
也
。』

と
、
賞
し

て
い
る
。

大
畑
村
か
ら
、
小
林
区
署
（

い
ま
の

営
林
署
）
の
、
ト

ロ
リ
ー
に
乗
り
、
薬

研
温
泉
に
向
っ
た
。
渓
流
を
賞
し
、

流

る
る
葉
上

る
漁
淵
の
底
見
え
て

と
詠
み
、
『
温

泉

宿
二

軒
あ
り

。』
と
の

べ
て

い
る
。

下

風
呂
で
は
、
『
温

泉

宿

は
高
く
山

に
拠
り
て
、
十
数
軒
も
あ
り
。』
『
青

森

県
に
其

類
な
き
の
み
な
ら
ず
。
天
下
に

も
稀
也
。』
と
、
大
へ
ん
な
気
の
入
り
よ

う

で
。
磯
近
く
湯
の
宿
高
し

か
じ
か
花

と
詠
ん
だ
。

大
間

村
ま
で

、
桂
月
は
、
自
動
車
で

来
て
、
『
自
動
車
は
大
間

に
果
て

た
り
』

と
記
し

て
い
る
。

大
正
二

年
五
月

一
日
か
ら
、
大
間

と

田

名
部
間

に
は
、
自
動
車
が
往
復
し
て

い
た
。
空
と
海
の
間
に
長
き
蝦
夷
が
島

消
え
て

か
は
り
ぬ
漁
火
の
影

と
詠
み
、
『
夜

に

入

り

て
、
漁
火
長
く

数
里
に
続
气

北
海
道
と
恐
山
半

島
と

の
間

に
一
文
字
を

成
す

。
柔
魚
を
釣

る

舟
を
浮

べ
る
也
。
そ
の
柔
魚

は
支

那
に

輪

出
す

る
な
り

と
か
や
。』
と
、
夜
景
を

の
べ
。
大
間

崎
を

、
『
平

か
な

る

陸
嘴

、
草

花

を
帯
び
て

、
長
く
延
び
、
少
し

離
れ

た
る
島
に
、
灯

台
立
て

り
。』
と
記
し
た
。

大
間
灯

台
は
、
大
正

九
年

六
月

起
工

し

、
（
八

月

の

説

あ
り

）
同

十
年

十
一

月

一
日
に
、
完
工
し

初
光
を
発
し

た
。

桂
月

は
、
そ

の
翌
年

、
ま

新
し

い
灯

台
を

み
た
の
で
あ

る
。

桂

月

の

佐

井

来

遊

『
歩
き

て

佐
井

に
一
宿
し

、
明
く

る

日
、
舟
を
雇

ふ
。』
…
…
桂
月
の
佐
井
来

遊

冒
頭

の
書

き
出
し

で
あ
る
。

今

ま
で

の
文

献
、
ま
た
村
勢
要

覧
な

ど
の
年
表

に
は

、
桂
月
来
遊

の
月
日

が
、

ほ
と
ん
ど
記
さ

れ
て

い
な
い
。

こ

れ
に

つ
い
て
、
古
佐
井

の
故

太
田

俊
勇
家
に
、
猛
勇

の
書
き

の
こ
し

た
、

「
日

記

」

が
あ

る
。
大
正

八
年

一
月

一

日
か
ら
、
大
正

十
一
年
十
二
月
二

十
六

日
ま
で
の
も
の
で
あ

る
。

大
正
十

一
年
欄

に
は
、
青
イ

ン
ク

ー

プ
マ
字
で
簡
潔

に
。

九
月

十
二
日

「
大
町
桂
月

先
生
視
察

来
村

川

崎

方

ヘ

ー
泊

当

夜

山
本

角
次

郎

卜

会

シ
」

と
書

か
れ
、
次

に
、
九
月

十
三

日
と
月

日
が
み
ら
れ
、
な

ぜ
か
こ
れ
が
、
棒
線

二
本
で
消

さ
れ
て

い
る
。

そ
し
て

、
次

の
よ
う

に

「

大
町
桂
月
先
生
ノ

道
案

内
ト

シ
テ

漁
船

ニ
テ
牛
滝
村
殖

沿

岸
ノ

絶
景
ヲ

賞
シ
ツ
ツ

除
行
牛

滝
へ

午
后
五

時

着

扇
子
へ

揮
毫
ヲ

乞
フ
」

と
匸

記
さ
れ
て

い
る
。
更

に
翌

日
は
。

九
月

十
三
日

「
西

風

浪

荒

ク
陸
行

長
後
村

匸

泊
」

九
月
十
四
日

「
午

前

十

時

漁
船

便
ニ
テ

送
ラ

レ

帰
宅

宵
宮
祭
」

九
月
十
五
日

「
本

祭

執
行

当
夜

太
田
幸

太
郎
ノ
馳

走
ヲ
受
ク

若
者

連
中

山
車
ヲ
出

シ

タ
リ
」

と
な

っ
て

い
る
。

こ

の
よ
う
に

、
十
四

、
五

日
の
八
幡

宮
秋

祭
礼

と
、
ぴ
た
り

と
合

致
す

る
が
、

九

月

十
二

日

に

、

桂
月

夜
泊

で
あ
れ

ば
、
翌

十
三

日
は
、
海

路
牛

滝
行

と
な

る
は
ず
、
こ

れ
が
、
十
二
日

付
に
記

さ

れ
て
い
る
の
は
、
合
点

が
い
か
な
い
。

九
月

十
二
日
桂
月
来
佐
で

な
く
て

、

一
日
く
り

あ
が
り

、
九
月

十
一
日

来
佐

と
な
る
ベ
ー
で
あ
ろ
う

。
何

か
の
錯
誤

が
生
れ
た
の
で
は

な
い
か
。

桂
月

来
佐

は
、
九
月

十
一
日
説
を
、

私
は
採
り
た
い
と
思
う

。

大
正

十
一
年
九
月
十
一
日
、
歩
行
で

桂
月
は
佐
井

へ
き

た
。
同

行
者
は
、
下

北
郡
役
所
の
山
本
角

次
郎

、
小
笠

原
松

次
郎

、
太
田

吉
司
と
併
せ
、
四
人

で
あ

っ
た
。
こ
の
夜
は
、
川

崎
旅

館
へ
泊
り

、
古

佐
井

の
太
田

猛
男
（
当
時

、
役
場

勤
務
）

が
出
向
き
、
郡
役
所
の
山
本

と
、
翌
日

の
行
程
を
う

ち
合

せ
し

た
。

そ
し

て
、
猛
勇

も
、
桂
月

一
行
に
加

わ
り
、
案
内

と
世
話
を
し

な

が
ら
、
ナ

滝
ま
で
、
同

行
す

る
こ
と
に
な
る
。

当
時
の
川
崎
旅
館
は
、
現

在
の
三
上

家
駐
車
場
に
あ
っ
た
と
、
太
田
正
三

氏

は
話
し

て
い
る
。
（

次
回
へ
っ
づ
二
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教
育
だ
よ
り

学

芸

会

雑

感

佐
井
小
学
校
長

杉

山

磯

三
郎

毎
年
こ
の
時
期
に
、
学
校
活
動

の
一

大
行
事
で
も
あ
る
学
芸
会

（
文
化

祭
）

が
集
中

し
、
村
内

七
校
も
す

べ
て

終
え

た
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
今
回
は
、
学
芸
会

雑
感

と
し

て
、
日
頃

考
え
、
感
じ
て

い
る
こ

と
を

の

べ
て
み
た

い
。

素
朴
な
疑

問
で

【
な

ぜ
、
学
芸
会
を

や
る
の
だ
ろ
う

か
】
と
、
本

校
の
資
料

を

め
く
っ
て
み
た
。

目
的
①

日
常
の
学
習
成
果
を
総
合
的

に
発
展
さ
せ
、
発
表
を
通
し
て
児

童
の

表

現
力
と
鑑
賞
力
を
養
う

。

目
的
②

規
律
と
協
力
を
基
盤
と
し

た

諸
活
動
を
通
し

て
、
集
団

の
中

の
個
の

役

割
の
大

切
さ
を
認
識
さ
せ
、
望
ま
し

い
人
間
関
係
の
向
上
を
図
る
。
と
あ
る
。

以
上
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
、
方

針

が
立
て
ら
れ
、
具
体
的
な
事
が
ら
が

活
動
と
し
て
運

ば
れ
る
。

さ
て
、
以

前
の
学
芸
会
と
最

近
の
学

芸
会
と
を
比

べ
て
み
た
い
。
小
生

の
小

学
校
時
代
に
は
、
大
か
た
劇
の
主

役
は

一
年
生

か
ら
六
年
生
ま
で
、
ほ
と
ん
ど

同
一
人

と
記
憶
す
る
し

、
歌

を
唱
う

の

に
上
手
な
子
ど
も
に
は
、
独
唱
と
い
う

種
目
が
あ
り
、
こ
れ
又
毎
年
の
ご
と
く

同
一
人
で
あ
っ
た
。
級
の
在
籍
数
か
ら

み
て
、
ご
く
何
人
か
の
出
演
で
、
多
く

は
見
物
で
あ
っ
た
。
特
別
に
不
思
議
と

も
感
じ
な
く
、
む
し
ろ
当
り
前
で
あ
り

時
に
そ
の
他
大
勢
（
セ
リ
フ
な
し
）
に

で
も
選
ば
れ
よ
う
も
の
な
ら
、
大
い
に

気
を
よ
く
し
、
一
人
で
優
越
感
を
味
か

っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

あ
る
大
規
模
校
（
当
時
一
八
〇
〇
名

位
）
で
の
学
芸
会
で
は
、
時
の
学
校
長

の
方
針
で
、
全
員
出
演
で
き
る
学
芸
会

が
至
上
命
令
と
な
り
、
違
う
千
ど
も
が

二
名
で
一
日
目

の
【
桃

太
郎

が
Ａ

】
、

二
日
目

の
【
桃
太
郎

が
Ｂ
】

、
と
い
う

や
り
方
で

、
学
芸
会
を
何
年

も
催
し

た

経
験
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
ま

さ
し

く
、
前
途
の
目

的

に
あ

る
、
集
団

の
中

の
個
の
役
割
を

明

確
に
し

た
、
教

育
の
機
会

均
等
の
原

則

に
立
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
校
の
場
合
で

も
、

【
そ

れ
ぞ
れ
の

機
会
を

経
験
さ
せ
る
】

事
を
申
し

あ
わ

せ
、
仮

に
演
出

が
上

手
な
子

ど
も
で
も

昨
年

の
経
験
と
今
年

の
経
験
を
別
に
学

習
さ
せ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
能
力
の
可

能
性

を
別
の
角
度
か
ら

【
指
導
し

、
激
励
し

助
言
し
、
賞
賛
し
一

自
信
を
も
た
せ
る

事
に
っ
と
め
た
。

こ
れ
ら
は
、
最
近
の
教
育
の
方
向
と
し

て
、
村
内
各
校
ど
こ
も
同
じ
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

あ

る
学
校
で
は
、
学
芸
会
を
午
前
中

で
終
了
し

た
と
き
く
、
又
あ
る
学
校
で

は

【
投
げ
お
花
】
を
中
止
し
た
と
き
く
。

学
芸
会
に
は
、
そ
の
地
域
の
事
情
、
父

母
の
協
力
と
意
識
、
学
校
の
事
情
等

々

で
違
っ
て
当
然
か
も
知

れ
な

い
が
、
少

な
く
と
も
、

【
子

ど
も
に
機
会
を
多
く

経
験
さ
せ
る
一

こ
と
を

念
頭

に
お
い
た

学
芸
会
で
あ
っ
た
な
ら
、
そ

れ
ら
は
可

と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
し

、

心
情
と
し

て
も
理
解
し

な
け

れ
ば
な
ら

な

い
。
本
校
学
区

の
父
。毋
の
協
力
の
基
に
、

整
然
と
、
力
強

い
子
ど
も
達
の
表
現
活

動
に
は

。
従
来
知
ら
れ
な
か
っ
た
、
良

さ
の
発
見
で
き
る
絶
好
の
教
育
活
動
で

あ
っ

た
と
思
わ
れ
て
な
ら
な

い
。

余
暇
指
導

現
代

は
余
暇
時
代

と
も
い
わ
れ
る
よ

う

に
、
余
暇
を
ど
の
よ
う

に
過

ご
す
か

と
い
う

こ
と
は
、
そ
の
人
の
一
生
に
と

っ
て
重
要
な

意
味
を
も
っ
て
き
ま
し
た
。

し

か
し

、
生

産
に
い
そ
し

む
こ
と

が
美

徳
と
さ
れ
た
時
代

が
今

日
ま
で
続

い
た

た
め
に
、
余
暇
に
対
す

る
考
え
方

が
十

分
に
定
着
し

て
い
な
い
よ
う

で
す
。

余
暇
と
は
、
Ｊ

・

デ
ュ

マ
ズ
デ
イ
ェ

の
定
義

に
よ

れ
ば
、

公

人

が
職
場
や

家

庭
、
社
会

か
ら
課
せ
ら
れ
た
義
務
か

ら
解
放
さ
れ
た
と
き
に
、
休
息
の
た
め

気
晴
し

の
た
め
、
あ
る
い
は
利
得
と
は

無
関
係

な
知
識
や

能
力
の
養
成
、
自
発

的

な
社
会
参
加
、
自
由
な
創
造
力
の
発

揮
の
た
め
に
ま
っ
た
く
随
意
に
行
な
う

活

動
の
総
体
で
あ
る
。
”
と

い
わ
れ
ま

す

。余
暇
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
年
少
の

時
代

か
ら
、
そ
の
生
活
の
中
に

お
い
て

具
体
的
に
遊

び
や
創
作
活
動
を
通
じ
て

生
活
の
一
部
と
し
て
指
導
す
る
こ
と

が

非
常
に
重
要
な
こ
と
と
な
っ
て
く

る
と

思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、

大
人
自
身

が
余
暇
に
対
す

る
積
極
的
な

姿
勢

が
な
け
れ

ば
な

ら
な
い
で
し
ょ
う
。

週
休
二
日
制

が
進
行
す
る
中
で
大
人

の

余
暇

の
す

ご
し
方
も

い
よ

い
よ

切
実
な

も
の

と
な
っ
て
き
た
わ
け
で
す

が
そ

の

方
向
に
二

つ
の
こ
と

が
考
え
ら
れ

る
の

で
は
な

い
で
し
ょ
う

か
。

そ

の
一

つ
は
、
個
の
生
活
の
充
実

と

い
う
意
味
で
自
分
の
趣
味
な

ど
を
豊

か

に
す

る
と

い
う
方
向
で
あ
り
、
も
う
一

つ
は
他
者
と
の
関
係
に
お

い
て

余
暇
を

す

ご
す
と

い
う
こ
と

が
あ

る
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。
他
者
と
の
関
係
で

い
え

ば

一

つ
は
親
子
で
一
緒
に
す

ご
す

余
暇

が

あ
り
、
も
う
一

つ
は
地
域
社
会

の
中
で

地
域
活
動
に
積
極
的

に
参
加
す

る
と
い

う
こ

と
を

考
え
て
み
て
は

ど
う
で
し
ょ

う
か
。
子
ど
も
の
余
暇
指
導
と
い
う
観

点
で
考
え
る
と
大
人
の
余
暇
観
を
子
ど

も
に
指
導
し
て
も
そ
れ
が
口
頭
で
行
わ

れ
る
も
の
だ
け
で
あ
る
な
ら
ば
決
し
て

十
分
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な

い
で
し
ょ
う
ご
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す

が
現
代
の
大
人
は
決
し
て
余
暇
利
用
が

得
意
で
は
な
い
の
で
す
か
ら
ひ
と
ま
ず

子
ど
も
と
一
緒
に
、
原
点
に
帰
っ
て
生

活
を
楽
し
む
こ
と
か
ら
け
じ
め
た
ら
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
親
と
子
で
一
緒
に
楽

し
む
余
暇
、
あ
る
い
は
一
緒
に
行
動
す

る
余
暇
利
用
、
そ
の
中
で
自
由
で
創
造

的
な
余
暇
活
動
が
考
え
ら
れ
、
そ
こ
か

ら
余
暇
の
指
導
が
は
じ
ま
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。



秋
の
火
災
予
防
運
動

十
月
二
十
二
日
か
ら
二

十
八
日
ま
で

県
下

一
斉
に
秋
の
火
災
予
防

運
動
が
実

施
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
運
動
中

、
佐
井

消
防
分
署
で
は
原
田
小
学
校
児

童
か
ら

防
火
図
画
、
福
浦
小
中

学
校
児

童
、
生

徒
か
ら
防
火
標
語
を
募
集
、
消
防

本
部

で
審
査
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
皆
さ
ん
が

入
選
さ
れ
ま
し

た
。

○
防
火
図
画

入
選

加

藤

久
美
子

（
二
年

）

磯

川

直

樹

三

年

）

松

沢

か
お
り

（
四
年

）

加

藤

奈
美
子

翌

年
）

根

岸

守

男

冥

年
）

○
防
火
標
語

佳
作

内

藤

美
奈
子

（
四
年
）

み
の
が
す
な
、
そ
の
子
の
マ
ッ
チ
に

「
ち
ょ
つ
と
待
て
」

田

中

カ
ナ
子
（
中
一
年
）

火
の
元
は
、
あ
な
た
が
守
る
役
目
で
す

田

中

由
利
江
（
中
二
年
）

体
験
し
て
か
ら
で
は
お
そ
い
火
災
の
死

坂

井

敏

也
（
中
三
年
）

根
気
良
く
続
け
て
う
け
つ
ぐ
火
災
予
防

入
選

柳

田

一

則
（
小
一
年
）

田

中

清

子
（
少
二
年
）

田

中

加

代
（
中
一
年
）

田

中

明
（
中
三
年
）

以
上
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
火
災
防
止
に
努
め
ら
扛

火
事
の
な
い
村
造
り
に
御
協
力
を

【
あ
と
で
よ
り

今
が
大
切

火
の
始
末
】

岔
ｕ
ａ

り

第２回

陸
奥
湾
一
周

駅
伝
競
徒
大
会

前
号
に
引
き
続
い
て
、
去
る
十
月
七

日
、
む
つ
市
卜
青

森
市
間

に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
第
二

回
陸
奥
湾
一
周
駅
伝
競

走
大
会

の
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

区
間
１

二

区
～
五
区

）

十
四

位

二

時
間

○
四

分
五
三

秒

（
昨
年

二

時
間

○
九
分
三
〇
秒

）

不

二
位

］

区
間
２

冥

区
～

九
区

）

十
一
位

一
時
間
二
八

分
○
七
秒

（
昨
年

一
時
間
三
〇

分
二
三
秒

）

♀

位

）

区
間
３

〒

区

～
十
三
区

）

十
七
位

一
時
間

十
四
分

十
二

秒

（
区
間

変
更
の
た
め
比
較
不
可

）

区
間
４

〒

四
区
～

十
八
区

）

十
三
位

一
時
間
二
二

分
二

」
秒

（
区
間

変
更
の
た
め
比
較
不
可

）

区
間
５

〒

九
区
上

干

一
区

）

十
三
位

四
三

分
四
四
秒

（
昨
年

四
位

四
四
分
二
六

秒
）

総
合

タ
イ

ム
（
村

の
部

）

十
四
位

六
時
間
五
三
分

十
七

秒

昨

年

七
時
間
○
四

分
五

一
秒
③

）

総
合
順
位

（
六
十
五
市
町
村
中

）

五
十
位

昨
年

四
十
六
位
（
六
十
一

市
町
村

）
以
上

が
第
二

回
大
会
に
お
け

る
、
佐
井
村
選
手
団
の
結
果
で
す
。

当
村

選
手
団
は
、
全
員

が
自
己
最
高

の
力
走
を
展

開
し

て
、
昨
年
の
記
録
を

大
巾

に
短
縮
（
十
一
分
三
十
四

秒

）
し

た
も
の
の
、
県
内

の
ト

ッ
プ
ク
ラ

ス
を

蝉

晁
た
、
上
位
各
市
町

村
の
壁
は
厚
く
、

今
年

初
参
加
し

た
上
位

町
村
を
除
く
と
、

昨
年
同

様
の
順
位

と
な
っ
た
。

来
年
の
第
三
回
大
会
に
向
け
て
、
選
手
、

役
員
一
丸

と
な
っ
て
、
地
道
な
ト

レ
ー

テ
タ
グ
の
積
み
重
ね
が
始
ま
っ
て
い
る
。

今

後
の
活

躍
に
期
待
し

つ
つ
、
暖
か

い
目
で

、
御

支
援
い
た
だ
き
た

い
と
思

い
ま
す

。

佐

井

村

中

央

公

民

館

俳

句

と

短

歌

教

室

十

」
月
八
日

、
川

目
中
村
㈲
次
郎

の

墓
を
み
て

（

吟

行
）

三
上

敏

天

高
く
足
跡
残
す
墳
墓
か
な

若
者
に

文
化

伝
え
て
天

高
し

秋
草
を
旅
の

役
者
の

墓
巳

添
え

川
岸
キ
ヨ
子

天

高
し
川
目
の
里
口

歌
舞
伎

あ
り

縁
あ
っ

て
こ
の
地
口
眠

る
師
参
の

花

競
い
咲

く
野
菊

を
摘
み

で
供
え
け
り

田
名
部
ヒ
サ

歌

舞
伎

師
の

墓
と
り

巻
き
し

秋
の

草

の
こ
ん
菊

ね
む
る
師
匠
の

墓
傍
に

山
里
の
煙
の

ぽ
る
や

空
高
じ

菊
池

み
や

芸

名
を

刻
心

墓
石
に
秋
の
風

野
菊
供
え
名
の
み
聞

く
碑
に

触
れ
て

み
る
一
茎
の

野
菊

折
り
つ
つ
人
思

う

浜
中

よ
ん

秋

晴
れ
の
川
目

路
し
ん

と
人

見
え
ず

芸
人
の

墓
ひ

と
っ

あ
っ

秋
の

空

舌

咼
く
碧
ひ

と
色
口
雲
見
え

ず

大

石
健
次
郎

原
石
の

粗
老
墓
形
に
秋
深
し

残
菊
に
歌
舞
伎
役
者
の

墓
細
し

歌

舞
伎
名
の
彫
り
浅
き

墓
俗

心
だ

れ

秋
天
の

碧
翔
ぶ
影
な
し
雲
七
な
し

泉
田

タ
ツ
子

秋

晴
竹
の
里
に
役
者
の

墓
一
基

疝
次
郎
と
刻
み
し

墓
に
の
こ
ん
菊

雑

詠

田

名
部
ヒ
サ

茅
蠅
し
の
鵈
き
て
家
路
を
急
ぎ
け
り

片
隅
に
鬼
灯
つ
や
め
く
喫
茶
店

嫁
ぐ
娘
に
妙
義
腦
は
る
か
雪
化
粧

三
上

敏

深
み
ゆ
く
秋
の
灯
し
火
人
の
愛

姫
女
苑
吟
行
の
歩
に
群
れ
そ
よ
ぎ

泉
田
タ
ツ
子

秋
の
言
姿
を
変
え
て
走
り
ゆ
く

秋
深
し
風
口
首
振
る
鬼
ｍ
」
菊
池

み
や

猫
が
背
を
こ
ろ
り
と
生
口
空
殞
し

秋
の
雷
樽
洗
う
手
を
急
か
れ
つ
つ

川
岸
キ
ヨ
子

文
化
の
日
一
葉
落
ち
し
位
置
確
め
き

嵐
去
り
明
け
て
う
れ
し
き
鳥
の
群

上
山

実

稲
掛
け
て
矢
越
高
山
か
く
れ
た
り

天
青
さ
狭
間
の
里
の
菊
さ
か
る

杳
を
満
た
す
群
行
菊
の
な
か
我
一
人

島
野

房
子

中
天
に
満
月
白
し
音
も
な
く

西
谷

翆
水

朝
顔
の
紺
台
風
に
堪
え
て
居
し

舟
の
骸
風
化
の
ま
ま
に
秋
暮
る
る

枯
葉
舞
い
映
え
る
夕
陽
や
道
標

短

歌

島
野

房
子

陽
に
澄
み
し
野
菊
の
如
く
安
か
口
眠

る
魂
両
手
合
わ
せ
る

菊
香
る
岩
本
ふ
も
と
に
立
寄
行
は
遠

志
面
影
思
い
う
か
べ
る川
岸
キ
ヨ
子

新
内
の
「
蘭
蝶
」
流
る
る
静
ま
の
役

聞
き
て
い
つ
し
か
眠
り
迫
り
ぬ

地
平
線
沈
む
太
陽
燃
え
つ
き
ぬ
生
き

て
悒
な
き
偐
レ
ン
ジ
の
色



保

健

婦

だ

よ

り

こ

の

冬

の

カ

ゼ

対

策

カ
ゼ
は

だ
れ
で
も
毎
年
何
回

か
は
経

験
す

る
、
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
病
気
で
す

。

た
か
が
カ
ゼ
く
ら

い
と
ゆ
だ
ん
し
て

い

る
と
併
発
症
や

カ
ゼ
の
影
に
か
く

れ
て

い
る
重

い
病
気

が
顔
を
だ
し

、
思

わ
ぬ

シ
ッ
ペ
返
し
を
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す

。昔

か
ら

”
カ
ゼ
は
万

病
の
も
と
”
と

い
わ
れ
警
戒

さ
れ

た
の
も
こ
の
た
め
で

す

。カ

ゼ

の

予

防

①
過
労

、
睡
眠
不
足
を
避
け
、
休
養
を

十
分
に
取

る
。

②

バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
で
、
栄
養

も
十
分
に
取

る
。

③

規
則
正
し

い
生
活
を
守

る
。

カ

ゼ

を

ひ

い

た

ら

カ
ゼ
の
治
療
の
三
原
則
は
、
安
静
、

保
温
、
栄
養
で
す
。
カ
ゼ
は
ひ
き
は
じ

め
が
肝
心
で
す
か
ら
、
暖
か
く
し
て
ゆ

っ
く
り
休
み
、
消
化
の
よ
い
栄
養
物
を

と
り
ま
す
。

カ ゼ の 症 状

カゼ症状の起こり方

カ
ゼ
が
治
ら
な
い
と
き
の
チ
ェ
ッ
ク
ー

三 歳 児 健 診 の 結 果
三

つ
子
の
魂
百
ま
で
も
」

と
古

く
か
ら
い
か
れ

る
言

葉
が
あ
り

ま
す

。

三

歳
位

に
な

る
と
、
こ

と
ば
の
数

も
増
え
、
大
人

顔
負
け

の
事
を
話
し
出
す

よ
う

に
な
り
ま
す
。
親
な

ら
誰
で
も

、
「
我

が
子
は

覚
え

が
よ
く
て
将
来

は
す

ご
く
頭

の
よ

い
子
に
な

る

の
で

は
な

い
だ
ろ
う

か
」

と
思
う

の
で
は
な

い
で
し

ょ
う

か
。

や

ん
ち

ゃ
で

加
わ

い
い

三
歳

の
時
期
は
「
乳
倍

加

全
部

は
え
そ
ろ
う
」
「
自

分
で
何
で
も
や
っ
て

み
よ

う

と
自
我

の
芽

ば
え

が
出

て
く

る
」

二

人
で
遊
ん

で

い
た
の

が
、
他
の
子

ど

も
と
一
緒
に
な
っ
て
遊

び

始
め

る
」
な

ど
発
達

が
著

し

い
幼
児
期
の
節
目
の
時

期
で
す
。
こ
の
時
期
に
、

・
心
身
建
康
に
「
育
っ
て

い

る
か
」
「
異
常
は
な

い
か
」

「
し

つ
け
上
の
問
題
や
困

っ
て
い
る
こ
と
が
な

い
か
」

な
ど
チ

ェ
ッ

ク
し
、
健
隶

を
守

る
た
め
に
三
歳
児
の
健
診
を
行
っ

て

い
ま
す

。

当
村
で

は
、
年
二
回
（
五
月
十
八
日

十
月
九

日

）

行

い
ま

し

た
。

そ

の

結

果
は
対
象
児
四
十
一
名
、
受

診
児
三
十

九
名
で

、

要

検
査
児
１
名

停
留

睾
丸

の
疑

い

要

観
察
児
１４
名

発
育
不

良

１
名

精
神

発
達

２
名

皮
膚

疾
患

３
名

扁
桃

肥
大

１
名

か
ぜ
を
ひ
九

十
い
４
名

ひ
き

つ
け

２
名

熱
を
出
し
や
す
い

１
名

助
言
指
導
１６
名

排
泄
に
問
題

５
名

夜
尿

５
名

す
ム
ッ
使
用

４
名

お
や
っ
の
与
え

方
に
問
題

９
名

指
し

ゃ

ぶ
り

２
名

性
器

い
じ
り

２
名

着
脱
衣
の
自
立

が
で
き
な

い
３
名

行
動
分
離

が
で
き
な

い

１
名

中
耳
炎
既
往

１
名

☆
歯
科
検
診
の
既
往

一
人
平
均
虫
歯
本
数

七
・
五
本

三
十
九
人
中
虫
歯
が
な
い
子

三
人

は
え
て
い
る
う
ち
の
殆
ん
ど

が
虫
歯
の
千

八
人
と
多
い

虫
歯
の
な
い
子
が
た
っ
た
三
人
と
少

な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
、
お
じ
い
さ
ん

お
ば
あ
さ
ん
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

の
家
族
ぐ
る
み
で
、
ジ
ュ
ー
ス
や
お
か

し
の
与
え
方
、
お
や
っ
の
決
め
方
、
謳

み
が
き
等
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
も
の

で
す
。

１２ 月 の 行 事

４日（火）原田地区家族計画

７日囹 栄養教室（第３回目）

１１日（火）母親教室・妊婦健診

１４日囹 老人健康教室

１７日（月）子宮ガン検診

１９日團 乳児・一歳半児健診



国
保
だ
よ
り

新
し
い
高
額
療
養
費
の
制
度

十
月
一
日
（
十
月
診
療
分
）
か
ら
、

健
康
保
健
法
の
改
正
に
伴
い
、
高
額
療

養
費
支
給
制
度
の
仕
組
み
が
変
り
、
自

己
負
担
が
軽
く
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。三
万
円
を
月
二
回
以
上

支
払
っ
た
場
合

一
つ
の
世
帯
で
、
二

月
に
三
万
円

（
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
、

二
万
一
千
円
）
以
上
の
自
己
負
担
を
二

件
（
回
）
以
上
支
払
っ
た
場
合
（
一
人

の
人
が
二
回
以
上
支
払
う
か
、
あ
る
い

は
二
人
以
上
の
家
族
が
支
払
っ
た
場
合

は
、
そ
れ
ら
の
自
己
負
担
は
全
部
合
算

さ
れ
て
、
合
せ
て
五
万
一
千
円
（
市
町

村
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
三
万
円
）

を
超
え
る
部
分
は
あ
と
で
国
保
か
ら
払

い
戻
し

さ
れ
ま
す
。

た
だ
し

、
合
算
さ
れ
る
の
は
同

じ
国

保
の
被
保
険
者
に
隕
ら
れ
、
他

の
医

療

保
険
（
健
康
保

険
や
共
済
組
合
な
ど
）

の
加
入
者

と
は
合
算
さ
れ
ま
せ
ん
。

年四回以上の

高額 療 養費

一

つ
の
世
帯
で
一
年
間

に
四

回
以
上

（

昭

和
五

十

九

年
十
月
診
療

分
か
ら
算

定
さ
れ
る
匸

咼
額
療
養
費

の
支

給
対
象

額
は
、

二

月
三
万
円

（
市
町
村
民
税

非
課
税
世
帯
は
二
万

一
千
円

）
を
超
え

る
額
と
な
り
、
三
万
円
（
二
万

一
千
円

）

を
超
え
た
医

療
費
は
全
額
あ
と

か
ら
払

い
戻

さ
れ
ま
す

。

こ
の
場
合
で
も
、
回
数

が
通
算
さ
れ

る
の
は
同

じ
国

保
の
被
保

険
者
に
限
ら

れ
、
他
の
医
療
保
険
（
健
康
保
健
や
共

済
組
合
な
ど
）
の
加
入
者
は
除
か
れ
ま

す
。長

期
療

養
の

必
要
な

病
気

長
期
に
わ
た
り
、
継
続
的
に
高
額
な

治
療
の
必
要
な
病
気
で
、
厚
生
大
臣
の

指
定
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
高
額
療

養
費
の
支
給
対
象
額
は
、
一
万
円
を
超

え
る
額
と
な
り
ま
す
。
一
ヶ
月
一
万
円

を
超
え
た
医
療
費
は
、
あ
と
で
国
保
か

ら
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

現
在
厚
生
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
は

①
血
友
病

②
人
工
透
折
治
療
を
必
要
と
す
る
慢
性

腎
不
全

支

給

の

手

続

き

国
保
で
は
病
院
・
診
療
所
か
ら
提
出

さ
れ
る
「
診
療
報
酬
明
細
書
」
に
も
と

づ
い
て
自
己
負
担
金
の
額
を
計
算
し
、

五
万
一
千
円
（
市
町
村
民
税
非
課
税
世

帯
は
三
万
円
）
を
超
え
た
額
を
支
給
し

ま
す
。
（
年
四
回
以
上
の
場
合
は
こ
の

限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）

「
診
療
報
酬
明
細
書
」
は
診
療
を
受
け

た
月
の
翌
々
月
の
中
旬
（
通
常
）
に
民

生
相
談
課
へ
回
っ
て
き
ま
す
。
支
払
い

ヽ
は
そ
の
後
に
な
り
ま
す
。

φ こんな時には届出を φ 届出に必要なもの

国保にはいる場合

●転入してきたとき ●印かん・転出証明書

●会社等の健康保険を ●印かん・会社等の健康保険４
やめたとき やめた証明書

●子どもが生まれたとき ●印かん・被保険者証・母子刊

●うぐ活保護を受けなくなったと ●印かん・保護廃止通知書

国保をやめる場合

●転出するとき ●印かん・玻保険者証

●会社等の健康保険に ●印かん・健保と国保両方の杤
はいったとき 保険者証

●被保険者が死亡したとき 詐゚ 紺 漂 白 太 白

●生活保護を受けることになっ ●印かん・被保険者証・保護決
たとき 定通知書

こんな場合にも

・回Ｘシ
ゎ
ツカバと帯主

’続柄な ●印かん・披保険者証

●世帯主の合イ并・分離のとき ●かん・身分を証明できるもの

●修学のために転出するとき ●
ａｊ
１ん’被保険者証’在学証

赳゚ よ 百 了押
ｏ
●印かん・被保険者証

●高額療養費の申請をするとき ●宍
／
宍ｊ１才 保険者証’領収書’

国保の届出は必 ず１４日以内１こ手続 きし ましよう

年

金

だ

よ

り

未

納

保

険

料

を

な

く

し

ま

し

ょ

う

国

民
年
金
の

保
険
料
で

、
年

度
を
過

ぎ
て
し
ま

っ
た
期
間

に
、
未
納

の
ま
ま

に
な

っ
て

い
る
分
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

も
し

、
そ
の
ま
ま

に
し
て
二
年
間

た

ち
ま
す

と
時
効

の
た
め
納

め
る
こ
と
が

で
き
な
く
な

っ
て
し

ま
い
、
万

一
の
事

故
に
あ

っ
て
も

、
障
害
年

金
や
母
子
年

金
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
場
合

に
よ

っ

て
は
老
齢
年
金
す
ら
受
け

る
こ

と
が
で

き
な
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す

。

過
年
度
分
の
未
納
保
険
れ
に
っ

い
て

は
、
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
送
ら
れ
て

く
る
「
納
付
書
」
で
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す

が
、
役
場
に
も
備
え
付
け
て
あ
り

ま
す
の
で
、
早
急
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

国

民

年

金
の

保

険

料

は

所

得

か
ら
控

除

さ

れ

ま

す

今
年
中
に
納
め
た
国
民
年
金
の
保
険

料
は
、
本
人
の
分
は
も
ち
ろ
ん
家
族
の

分
も
含
め
て
、
前
納
分
、
未
納
分
、
追

加
分
を
問
わ
ず
「
社
会
保
険
料
」
と
し

て
課
税
対
象

と
な
る
総
所
得
金
額
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す

の
で
、
年
末
調
整
や
確

定
申
告
の
さ
い
に
は
忘

れ
ず
に
申
告
し

控
除
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

今
年
一
年
分
の
保
険
料

は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
定
額
保
険
料

七
三

、
四

七
〇
円

・
付
加
保
険
料

四

、
八
〇
〇
円

税

務

だ

よ

り

税

に

関
し

て

正

し

い
理

解

を

我

が
国
の
税
制

は
、
納
税
者

が
自
ら

税
法
に
従

っ
て
自

分
の
所
得

と
税

額
を

正
し
く
計
算
し
、
申

告
し
て
納
税
す

る

「
申

告
納
税
制
度
」
を
採

っ
て

い
ま
す

。

税
務
署
で
は
、
申

告
納
税
制
度

の
基

本
で
あ

る
「
正
し

い
申

告
と
納
税
」
の

た
め
に

、
広
報
、
相
談

、
指
導

、
調
査

を
通
じ
て
、
正
し

い
税
知
識
の
普
及
や

税
負

担
の
公
平
確
保
に
努
め
て

い
ま
す

。

ま
た
、
税
理
士
会
、
日
本
税
務
協
会

青
色
申

告
会
、
法
人
会
、
間
税
協
力
会

納
税
貯
蓄
組
合
な

ど
の
関
係
民
間
団
体

や

地
方
公
共
団
体
で
も
、
税
務
研
修
会

や
税
務
相
談
な

ど
の
活
動
を
通
し
て
、

納
税
者

が
適
切
な
申
告
と
納
税

が
で
き

る
よ
う
指
導
し
て

い
ま
す
。

納
税
者
の
み
な
さ
ん
、
税
を
正
し
く

理
解
し
、
正
し

い
申
告
と
納
税
を
し
ま

１２ 月 ２５ 日 は

固 定資 産 税 第 ３期 の

納 期 限 で す。

納期内納付にご協力下さい。



子

宮

ガ

ン

検

診

を

行

い

ま

す

。

子
宮

ガ
ン

に
よ

る
死
亡
は

早
期
発
見
で
防
げ

る

毎
年
多
く

の
女

性
が
子
宮

ガ
ン
の
た

め
に
死

亡
し
。て

い
ま
す

が
、
子
宮

ガ
ン

に
よ

る
死

亡
数
は
年

々
減
少
し

て

い
ま

す

。子
宮

ガ
ン
の
発
生
数
そ
の
も
の
加
減

っ

だ
の
で
は
な
く

、
早
期
発
見
と
治
療

の
進
歩
に
よ

り
、
子
宮

ガ
ン
に
よ
る
死

亡
数
が
減
少
し

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

子
宮

ガ
ン
は
他

の
多
く
の

ガ
ン
と
比

べ
て

、
治
癒
率
の
高

い
ガ
ン
で
す
。
も

ち
ろ
ん
、
そ

の
た
め
に
は
早
期
発
見

が

な
に
よ

り
も
重
要
で
す

。
ガ
ン
を
恐
れ

て

ば
か
り
い
て
早
期
発
見

が
お
く
れ

る

と
、
治
る
も
の
ま
で
治
ら
な
く
な
り
、

あ
な
た
の
豊
か
な
人
生

に
大
き
な
打
撃

と
な
る
で
し

ょ
う

。

し

か
も
現
在
で

は
、
早
期
に
発
見
す

れ

ば
、
そ
の

ば
ぼ
九
十
％

近
く
の
人

が

治

る
可

能
性
を
も
っ
て

い
ま
す
。

村
で
は
、
今
年
度
第
二
回
目
の
「
子

宮

ガ
ン
検
診
」
を
次
の
日
程
で
行

い
ま

す
。
保
健
協
力
員
が
巡
回
し
ま
す
の
で

申
込
み
く
だ
さ
い
。

子
宮
ガ
ン
検
診
日
程

月

日

十
二
月
十
七
日

場

所

大
間
町
開
発
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

午
後
一
時
か
ら

料

金

四
〇
〇
円

対

象

者

満
三
士
成
以
上
の
女
性

※
な

お
、
大
間

町
開
発

セ
ン

タ
ー
ま
で

役

一

場

の
車
で
送

迎
し
ま
す

。

一

般

健

康

診

査

を

行

い

ま

す

。

な
ぜ
検
診
が
必
要
か
？

ふ
だ
ん
健
康
と
思
っ
て
生
活
し
て
い

る
人
た
ち
の
中
か
ら
、
気
づ
か
な
い
う

ち
に
発
生
し
て
い
る
病
気
を
早
く
発
見

し
、
病
気
が
重
く
な
ら
な
い
う
ち
に
早

期
治
療
を
す
る
た
め
の
第
一
歩
が
検
診

で
す
。
さ
ら
に
、
病
気
の
も
と
に
な
る
異
常

な
状
態
を
み
つ
け
、
日
常
生
活
に
注
意

を
要
す
る
人
を
選
び
出
す
こ
と
も
目
的

の
ひ
と
つ
で
す
。

つ
ま
り
、
検
診
に
よ
っ
て
現
在
の
体

の
状
態
が
「
異
常
な
し
」
か
「
注
意
、

観
察
を
要
す
る
」
か
「
精
密
検
査
や
治

療
を
要
す
る
」
か
の
ど
れ
で
あ
る
か
、

ふ
る
い
分
け
ら
れ
る
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
検
診
は
自
分
の
健
康

管
理
の
出
発
点

と
い
え

ま
し
ょ
う
。

定
期
検
診
が
大

切
な
わ
け

人
間

の
体
は
、
日
々
刻
々
と
変
化
し

て

い
る
も
の
で
す

。
今
年
「
異
常
な
し
」

で
あ
っ

た
か
ら
来
年

も
そ
う

か
と
い
う

と
、

必
ず
し

も
「
異
常

な
し
」

と
は
限

り
ま
せ

ん
。

ま

た
、
だ
れ
し

も
年

を
と
る
に
し

た

が
っ
て
老
化
し

、
そ
れ
と
と
も
に
体
の

異
常
状
態
も

増
え

て
き
ま
す

。
特

に
、

成
人
病

と
い
わ
れ
る
高

血
圧

や
動

脈
硬

化

、
心
臓
病
、
糖
尿
病
、
あ
る
い
は
ガ

ン
な

ど
は
、
三

十
歳
代

の
後
半
か
ら
発

生

が
急

に
増
加
し

て
い
ま
す

。

定
期
的

に
検
査
を
受
け

る
こ
と
に
よ

り

、
自

分
の
体
の
状
態
の
流
れ
を
つ
か

む
こ

と
が
、
早
期
に
異
常
を
み
つ
け

出

寸

カ
ギ
と
い
え
ま
す
。

以
上

の
こ
と
か
ら
村

で
は
、
第
二
回

目

の
「
一

般
健
康
診
査
」
を
一
月
中
旬

か
ら
二
月
下
旬

ま
で
実
施
し

ま
す

の
で

保
健
協
力
員

が
巡

回
し

た
と
き
申
込
み

く

だ
さ
い
。

対
象
者

四

十
歳
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

料

金

無
料

検
診
日

火
映
日
か
ら
金
川
日
ま
で
、

（
祝
・
祭
日
は
の
ぞ
く
）

一
日
当
り
九
～
十
人
で
行

い

ま
す
。
受
診
日
は
役
場
で
坩

定
し

ま
す

。
指
定
さ
れ
た
冂

に
受
診
で
き
な

い
人
は
、
尽

目
に
役
場
民
主
相
談
課
か
、

診
療
所
に
連
絡
し
て
く
だ
μ

い
。

検
診
受
付
時
間
診
療
所
窓
口
で
、
午
前
八
時

十
分
か
ら
午
前
八
時
三
十
分

ま
で
受
付
し
ま
す
。
両
佐
井

を
除
く
各
地
区
は
、
車
で
送

迎
し
ま
す
。

昭和５９年工業統計調査
石 油 消 費 構 造 統 計 調 査

通商産業省では、上の２つの謫’査を１２

月３旧 現在で行います。調査の対象とな

った事業所には、年末年始にかけて調査

員が伺います。調査の内容は統計以外の

目的には使われませんので、安心してご

協力くださるようお願いします。



青

少

年

の

社

会

参

加

青
少
年
育
成
佐
井
村
民
会
議

最
近
、
少
年
非
行
や
校
内
暴
力
の
増

加
な
ど
青
少
年
の
問
題
が
ま
す
ま
す
深

刻
化
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
背
景
の
ひ

と
つ
に
は
、
青
少
年
に
と
っ
て
地
域
社

会
と
の
結
び
つ
き
や
人
間
的
な
触
れ
合

い
の
機
会
が
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
っ
て

き
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

成
長
期
の
青
少
年
に
と
っ
て
、
地
域

や
団
体
な
ど
の
活
動
に
す
す
ん
で
参
加

し
、
そ
の
中
で
協
調
性
や
連
帯
意
識
を

高
め
、
自
分
の
果
た
す
役
割
を
自
覚
す

る
こ
と
は
極
め
て
大
切
で
す
。

た
し
か
に
、
趣
味
的
な
活
動
や
気
の

令
っ
グ
ル
ー
プ
で
の
交
流
も
み
ら
れ
ま

す
が
、
一
方
、
気
の
す
す
ま
な
い
こ
と

や
困
難
な
こ
と
は
避
け
る
傾
向
も
強
く

な
っ
て
お
り
、
地
域
社
会
と
の
か
か
お

り
の
中
で
自
立
性
や
社
会
性
を
身
に
つ

け
る
機
会

が
少
な

ゝ

く
な
っ
て
き
て

い

ま
す
。
そ
こ
で
、人

回
求

め
ら
れ
て

い
る
の

が
「
青
少
年
の
社

会
参
加
お
父
さ
ん
、

お

母
さ
ん
、
こ

ど
も

た
ち
に

こ

い
体

験
”
さ
せ
て
み
ま

せ
ん
か
？

指
導
者
の
み
な

さ
ん
「
青
少
年
の

社
会
参
加
」
に
つ
い
て
、
い
ま
一
度
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
か
け
は
、

ど
こ
に
で
も
転
が
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
青
少
年
の

社
会
参
加
の
輪
を
広
げ
て
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
の
頃
は
、
好
奇
心
も
お
う
盛

で
、
何
に
で
も
取
り
組
む
意
欲
を
持
っ

て
い
ま
す
。

ま
ず
、
あ
い
さ
つ
や
遊
び
、
ク
ル
ー

プ
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
日
常
的
に
地

域
社
会
と
結
び
つ
き
、
社
会
に
目
を
向

け
る
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

で
も
、
無
理
強
い
は
逆
効
果
、
こ
ど

も
の
自
発
性
を
促
す
こ
と
が
肝
要
で

歳時記

忘年会

「
忘

年

」

と

言
う

言

葉

に

は

い
ろ

い
ろ

な

意

味
が

あ
る

よ

う
で

す

。

自

分

の

老

い
を

忘

れ

て

没

頭
す

昏

ほ

ど

お

も
し

ろ

く

思

う
こ

と

、
年

齢

の

差

を

気
に

と

め

な

い
こ

と

、

長

幼

を

論
じ

な

い
こ

と

、
そ

の

年

の

苦

労

を

忘
れ

る
こ

と
Ｉ

な

ど

で

す

。

も

ち

ろ

ん
忘

年

会

は

そ
の

年

の

苦

労

を

忘

れ

る

た
め

の

催
し

で

す

が

、
せ

っ

か
く

の

会
で

す

か
ら

、

年

齢

を

忘

れ

、

長
幼

に

関
係

な

く

た

の
し

み

た

い
も

の
で

す

。最
近
は
、
泊
ま
り
が
け
の

忘
年
会
が
流
行
し
て
い
ま
す

と
い
っ
て
も
、
別
に
ぜ
い
た

く
に
な
っ
だ
の
で
は
な
く
、

マ
イ
カ
ー
の
普
及
に
よ
る
も

の
で
す
。
忘
年
会
の
後
、
酔

っ
ぱ
ら
い
運
転
を
し
て
帰
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
そ
れ
な

ら
い
っ
そ
温
泉
宿
な
ど
に
泊
ま
っ

て
忘
年
会
を
や
り
、
あ
く
る
朝
早

く
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
出
勤
し
よ
う

と
い
う
わ
け
で
す
。

一
方
、
マ
イ
カ
ー
通
勤
の
少
な

い
大
都
市
で
も
、
泊
ま
り
が
け
の

忘
年
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
ち

ら
は
、
二
次
会
、
三
次
会
が
酔
っ

て
し
ま
っ
て
遠
い
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

ヘ
タ
ク
シ
ー
で
帰
る
よ
り
は
…
…

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

そ
の
外
、
夜
の
観
光
バ
ス
を
利

用
し
て
シ
ョ
ー
を
見
た
り
、
職
場

チ
ー
ム
で
草
野
球
を
し
た
り
す
る

忘
年
会
も
見
う
け
ま
す
。
し
か
た

か
に
飲
む
だ
け
の
時
代
で
は
な
く

な
り
つ
つ
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
年
末
年
始
は
忘
年

会
に
限
ら
ず
飲
食
の
機
会
が
多
く

な
り
ま
す
。
十
二
月
は
お
正
月
用
の
食

品
が
大
量
に
出
回
る
シ
ー
ズ

ン
。
同
時
に
食
中
毒
な
ど
食

品
の

万事
故
”
も
増
え
る
こ

と
か
ら
、
国
で
は
特
に
十
二

月
を
「
食
品
の
年
末
一
斉
取

締
り
月
間
」
と
し
て
、
食
品

衛
生
監
視
員
が
食
品
関
係
業

者
の
監
視
を
行
い
ま
す
。
わ

た
し
た
ち
も
、
お
せ
ち
料
理

な
ど
の
食
品
の
取
扱
い
、
保

存
に
は
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。



みんな
の 声

物

産

展

の

ね

ら

い

か
ね
て
よ
り
や
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
た
、
や
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
た

物
産
展
が
盛
況
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
は

喜
び
に
た
え
な
い
。
多
く
の
人
々
の
協

力
に
よ
り
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
会

場
で
あ
っ
た
し
、
村
民
の
関
心
も
高
く

主
催
者
側
も
気
を
良
く
し
て
い
る
と
思

成
功
の
要
因
は
、
周
到
な
計
画
と
豊

作
に
恵
ま
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
昨
年

ま
で
の
冷
害
で
沈
滞
し
た
ム
ー
ド
の
中

で
は
、
こ
の
よ
う
な
意
気
は
揚
ら
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
出
品
さ
れ
た
農

産
物
の
殆
ん
ど
は
、
自
家
用
の
中
か
ら

選
別
出
品
さ
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
が

陳
列
品
は
地
元
産
だ
が
、
即
売
品
は
他

所
の
産
物
で
は
淋
し
い
。

海
産
物
の
出
品
数
は
少
な
か
っ
た
が

漁
期
の
関
係
で
限
定
さ
れ
る
の
は
止
む

を
得
な
い
が
、
加
工
品
の
開
発
が

後

の
課
題
で
あ
り
、
次
回
に
期
待
し
た
い

木
工
品
と
手
工
芸
品
に
は
目
を
見
張

る
も
の
が
多
か
っ
た
。
忘
れ
か
け
て
い

た
伝
統
あ
る
民
具
な
ど
、
観
光
用
に
向

け
て
ほ
し
い
。
豊
富
な
山
の
資
源
を
生

か
し
、
器
用
な
腕
と
、
優
れ
た
技
術
を

活
か
す
こ
と
は
、
老
令
化
社
会
に
移
行

す
る
現
代
世
相
の
中
で
、
最
も
重
要
視

す
べ
き
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
酒
類
や
各
種
加
工
品
な
ど
参

考
と
す
べ
き
添
物
は
会
場
を
に
ぎ
わ
す

に
効
果
は
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
要
は

こ
れ
を
饑
に
自
家
消
費
の
域
を
脱
し
、

い
か
に
商
品
化
す
る
か
に
か
か
っ
て
い

る
と
思
う
。

農
産
物
に
し
ろ
、
木
工
品
や
手
芸
品

に
し
ろ
、
商
品
と
し
て
金
に
な
ら
な
け

れ
ば
こ
れ
以
上
の
進
歩
向
上
は
望
め
な

い
の
で
は
な
い
か
。
み
ん
な
が
良
く
な

る
た
め
、
地
元
を
見
直
そ
う
と
叫
び
た

い
。何
事
に
よ
ら
ず
と
に
か
く
他
所
の
物

が
良
く
見
え
が
ち
で
す
が
、
村
民
挙
げ

て
地
元
産
物
を
愛
用
し
、
地
元
施
設
を

利
用
し
、
特
産
物
の
開
発
に
努
め
て
ゆ

く
な
ら
、
村
の
経
済
も
向
上
し
地
域
が

明
る
く
な
る
と
思
う
。

そ
う
な
っ
て
は
じ
め
て
物
産
展
が
成

功
だ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

＝
参
観
者
よ
り
り

歩

行

者

天

国

を

見

て

佐
井
小
学
校
二
年

石
山
り
ょ
う
子

九
月
二
十
四
日
、
犬
佐
井
の
浦
町
で

始
め
て
の
歩
行
者
天
国
が
ひ
ら
か
れ
ま

し
た
。
私
は
、
青
森
の
歩
行
者
天
国
も

見
て
い
る
の
で
と
て
も
た
の
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。

そ
の
日
は

と
て
も
天

気
が
よ
く
て
、

私
は
厂

え
い
子
ち

ゃ
ん

と
二
人
で
行
き

ま
し

た
。
佐
井
村
の
歩
行
者
天
国

は
、

い
ろ
ん
な
コ
ー
ナ
ー

が
あ

っ
て

た
の
し

そ
う
で
し
た
。

図
書
コ
ー
ナ
ー
、
え

か
き
コ
ー
ナ
ー

お
て
だ
ま
コ
ー
ナ
ー
、
手
芸
コ
ー
ナ
ー

が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
、
手
芸
コ
ー
ナ
ー
に
行
っ
て
み

ま
し

た
。

お
毋

さ
ん
た
ち

が
た
く

さ
ん

い
て

、

せ
っ
け

ん
と
リ

ボ
ン
を

つ
か
っ
て
ソ

ー

プ
フ
ラ
ワ
ー
を
作

っ
て

い
ま
し

た
。
い

ろ

ん
な
色

が
あ

っ
て

と
て
も
き
れ

い
な

ミ
ニ
花

か
ご
で
し

た
。
私
も
大
き
く
な

っ
た
ら
や

っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

ほ

か
に
も
、
じ

ゃ
が
い
も
や

か
ぼ
ち

ゃ
を

ご
ち
そ
う
に
な

っ
た
り
し
て
と
て

も

た
の
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
歩
行
者

天
国
を
や

っ
て
ほ
し

い
と
思

い
ま
す
。

満

」
歳
に
な
り
ま
す

館
脇
瑞
穂
ち
ゃ
ん

（
修
・
礼
子
）

矢

越

戸 籍の窓 口
１１月１５日現在

○お誕生おめでとう

奥 本 恵（洋典） 古佐井

宮 川 修 平 （久雄） 矢 越

和ｍ真奈美（和彦） 大佐井

松 谷 歩 高（志郎） 大佐井

山 本 裕 子（慎也） 古佐井

福 田 祥 久（ 功 ） 矢 越

東 出 崇 裕 （盛光） 古佐井

田 中 洋 子 （ 充 ） 福 浦

松 原 美 佳（良和） 大佐井

○ご結婚おめでとう

柳゙ 沢 益 孝 十和田市

、田 中 秋 子 福 浦

玉゙．熊 信 明 青森市

、金井 美 保子 福 浦

川ヽ 野寺功 一 仙台市

、樋 口 みどり 大佐井

’金 澤 茂 大佐井

、樋 口 厚 子 古佐井

’若 山 隆 芳 中 道

、真 野 郁 子 新潟市

’宮 木 正 人 矢 越

、山 本 弘 子 平塚市

川ヽ 玉 和 男 佐久市

、田名 部照代 古佐井

’下斗米幸雄 原 田

、井口寸み子 大町市

○おくやみ申し上げます

加 藤 や な （正 吉） 原田

大畑留太郎 （キ ョ） 牛滝

坂井美喜雄 （カチヱ） 牛滝

１１月１日現在人口（前月比）

男 ２，０７８ （－ ２）

女 ２，０７５ （－ ２）

計 ４，１５３ （一 ４）

世帯数 １，１４０ （土 Ｏ）

感電防止にアースを／

アースの取付けは電気工事舌こイ蒜頁し

ましよう。

（財）東北電気保安協会
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